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複雑化している。その状況を打破するための仕組みづくりの重要性も唱えられるが、震災

前から多くの若者が都市に出ている「地方」の現場ではプロジェクトをマネージメントす

る人が圧倒的に不足しているという。海外を含め多くの協力の申し出はあるが、実際に現

場の課題を拾い上げ、プログラムをつくり運営できる人材が足りていない。

　また、そんな状況の中、より手間と時間のかかる「列に並ばない（並べない）子ども、若者」

に対する支援の取り組みが後回しになっていると危機感を持つ支援者も多い。

　避難生活が長引くとともに、躁うつなどの精神不安定やストレスからくる家族不和や離

婚、高齢者の孤独死などが少しずつ表面化してきている。支援団体は、仮設住宅にカフェ

を設置したり、緊急雇用に失業者をつなげたり、子どもの学習支援と居場所づくりをする

など、なんとか彼らを社会とつなぎとめようとしている。しかし、大人たちが働かない、

働けない、先が見えない中、突然手にした高額の補償金をギャンブルなどで浪費する、一

日中家にいることのストレスの矛先が子どもや高齢者といった弱いものに向かうなど胸の

塞ぐような話も珍しくない。本来助け合い、癒しをもたらしてくれるはずの家族が心の拠

り所となり得なくなっている状況をどう変えていくのか、現場では支援者の模索が続いて

いる。

被災し続けているフクシマ
　東日本大震災以降、福島以外の地域では「緊急支援」のフェーズを終え、「復興支援」

への取り組みが各地で始まっている。しかし 2011 年 12 月に政府からの原発収束宣言が

出た今もなお、福島は放射能によって日々「被災」し続けている。

　将来的にどういった健康被害が出るのかわからない放射能の恐怖に皆が漠然とした不安

を感じ、その「放射能」をどう考えるかによってさらに人々が分断される。前に進むため

には「課題」と「できること」を話し合う必要があるが、「できること」を話し合うこと

すら難しい状況が生まれているという。今後、法制度も含めた、支援の制度化が福島には

求められている。 

　「被災地フクシマで生きていくこと」を選んだ人たちや選ばざるを得なかった人たちとの関わ

り方。そして、ますますその存在が後回しにされる「列に並べない子ども・若者たち」の存在

を考えていくためには、行政、企業、市民団体ともに深く関われる仕組みづくりが必要とされ

る。被災地フクシマとどう向き合うかは、私

たちが今後の日本社会をどのように作ってい

くのかと深く関わっている。
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　恥ずかしながら、私はホームレスの問題を高年齢層のものだと認識していた。なぜなら、

若者支援で特に「就労」に特化した活動をしているなかで、あまりホームレス状態の若者の

アクセスはなく、若者支援とは別世界の社会問題であると考えていたからだ。

　2010 年12月、ＮＰＯ法人ビッグイシュー基金は「若者ホームレス白書」を発行した。20 代～30

代の “ 若者 ”ホームレス50 名への聞き取りを元にした調査は、私にホームレス支援と若者支援は

地続きであり、「対岸の火事」どころか「身内」の問題であることを認識させる衝撃的なものであった。

　そのビッグイシュー基金より「若者ホームレス問題を考えるにあたり、広くホームレス支

援団体と若者支援団体が一同に介し、議論と対話を通じてネットワークを形成したい」とい

う申し出があり、快く参加させていただいた。各個人・団体は精一杯活動をしているが、多

忙を極める中で「木を見て森を見ず」の状況になっているかもしれない、今一度、自らの立

ち位置を新たなつながりのなかで捉えなおす時期にきていると考えたからだ。

　若者ホームレス支援ネットワーク会議では、支援者同士のつながりの形成を目的に時間を共

有し、徐々にネットワークも広がってきた。これは大変画期的なものであり、課題や困難を抱

える若者に対しての社会的包摂性を高める転換点となったことに疑いの余地はない。

　しかし、その中で “ ネットワーク ” についての課題や気づきも得た。

　一つには、ネットワーク会議の議論が常に課題や困難を抱えている若者の包摂性の向上の

みに偏ってしまい、「支援者を守る」ことまで話が進まなかったことだ。時に支援者（援助職）

を志す人間は、課題解決への情熱や、行き過ぎた責任感、自己犠牲的行動により自らの心身

を追い込んでしまうことがある。

　しかし、多くの場合、社会にはすでにその課題を乗り越えるための専門性を有する個人や

組織が存在している。そこにアクセスができるネットワークさえあれば、支援者（援助者）

は蓄積された知恵や経験を借り受けることで課題解決の糸口をつかむことができる。一側面

から見れば、“ よりよい支援の提供 ” が可能になるといえるが、裏を返せば支援者（援助者）

を守っているのである。この部分にまで踏み込んでいくことが次への課題であると考える。

　もう一つは、ネットワークの構築に “ 専門家（性）の前提 ” の殻を破り切れなかったこと

だ。複雑に絡み合った課題や困難を解決するために専門的な知識やスキル、経験は重要であ

る。しかし、本当の意味で日本社会が社会的包摂性を高めていくためには、専門家のみなら

ず、一般市民・国民もこの問題に向き合い、ネットワークの一員として、同じ社会の仲間と

して活動を共にしていけるよう “ ゆるやか ” で “ しなやか ” なネットワークの在り方への議

論にも時間を割きたかった̶̶それが本音である。

　前回の「若者ホームレス白書」から「若者ホームレス白書２」へ。より発展した報告書が

ここに完成したことを喜びつつ、この若者ホームレス支援ネットワーク会議が次のフェーズ

に向かって継続発展することを願う。

 工藤 啓　（委員／ＮＰＯ法人「育て上げ」ネット理事長）

おわりに
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株式会社フェアスタート

☎ 080-6712-5896
〒 231-0003　横浜市中区北仲通 3-33　神奈川県中小企業共済

会館　関内フューチャーセンター 214

【１】児童養護施設、自立援助ホーム、児童自立支援施設、シェ

ルターなどの入所者・退所者をはじめとした、身寄りのない若者。

【２】児童養護施設等の入所者・退所者へ就労支援を行っている。

具体的には①施設入所中の子供達へのキャリア教育研修 ②施設

退所時、再就職時の就職あっせん（企業の求人紹介） ③施設退所

後の社会人との交流イベントなどを通じたアフターフォロー。

【３】児童養護施設等の退所者の多くは、住居を自身で確保しな

ければならず、仕事が安定し、収入が安定しないとホームレスと

なるリスクが高い。彼らが安定した社会人生活を歩むには就労支

援以外にも、住居支援や居場所支援など複数の支援の連携が必要

だと感じ参加した。

NPO法人 日向ぼっこ
☎03-5684-0977
〒 113-0034　東京都文京区湯島 2-12-2　瑞穂ビル 302 号

【１】児童養護施設や里親家庭を巣立った方々や、児童養護施設

に入所していたり、里親家庭で生活していたりする子どもたち。

【２】社会的養護の当事者活動として①社会的養護の下を巣立っ

た方々への居場所の提供。相談・支援 ②社会的養護の当事者の

声やニーズを、援助者・行政・市民の方々に伝え、支援や制度・

政策の向上、市民の方々の差別や偏見の改善を目指している。

【３】日本は家族の支えで成り立っている社会なので、家族に恵

まれずに児童養護施設などで生活していた人たちが、退所後不安

定な境遇に陥りやすいのは、当然のことといっても過言ではない。

日向ぼっこサロンは、家族に恵まれなかった人たち同士の支え合

いの場。施設を巣立った方をサポートされている皆さんと連携し

たい。

児童養護施設退所者のアフターケア相談所　
ゆずりは
☎042-315-6738
〒 184-0012　東京都小金井市中町 3-10-10-102

【１】児童養護施設・自立援助ホーム・養育家庭等を就労・就学

で自立退所した方。

【２】社会的養護施設（児童養護施設 •自立援助ホーム・養育家庭

等）を自立退所した方の生活・就労・就学の支援をする相談所。施

設退所者がホームレスにならないため、犯罪者とならないため、自

殺しないための支援と、社会で健全に生活するための支援資源を提

供する。

【３】社会的養護のもと巣立つ子どもたちは、親や家族の支援が

受けられず、虐待のトラウマを抱え、低学歴という何重ものハン

ディを背負い社会に出るが、退所後のアフターケアは十分でない。

若者ホームレス支援ネットワーク会議参加団体（抜粋）

施設退所者がホームレスになるといった問題を直視し、支援者同

士がつながり、この社会の福祉のあり方と施策の抜本的改革に取

り組んでいきたい。

NPO法人 3keys

info@3keys.jp
〒 170-0004　東京都豊島区北大塚 2-17-1 上台ビル 4 階

【１】社会的養護下の子どもたち（児童養護施設、自立援助ホーム、

母子生活支援施設）。対象年齢は、小学生～高校生（中卒者も含む）。

【２】虐待や育児放棄などで児童養護施設で暮らしている子ども

たちが社会に出て主体的に生きられるよう、子どもたちの学習支

援を行っている。進学や勉強を通じて夢・目標を実現したい子ど

もたちへの低価格での家庭教師派遣と、施設内における学習での

成功体験を積み重ねられる環境づくりをしている。

【３】ホームレスの 10 人に 1 人は児童養護施設出身者というデー

タもあるように、生活面や精神面での基盤がない施設の子どもた

ちの施設退所後の自立が大きな課題となっている。施設を出た子

どもたちが直面しうる問題を知ることで、施設にいる間にどのよ

うな支援が必要かを考えるために参加した。

NPO法人セルフサポートセンター浦河 東京オフィス 
べてぶくろ
☎090-2662-5496
〒 170-0013　東京都豊島区東池袋 4-15-8 ハナマイ 1F

【１】路上生活を送る障害を抱えた方々など。

【２】左記支援を受ける方々による当事者研究活動、シェルター

の運営、就労支援活動などを行っている。

【３】路上生活当事者の経験や技を活かし、情報の共有を図るため、

当時者同士の交流や PR 活動の協力などを行っていきたい。

株式会社スワン
☎03-3543-1067
〒 104-0061　東京都中央区銀座 2-12-15

【１】障害のある方（障害の種類問わず、主に、知的障害、精神障害、

身体障害の方）。

【２】スワンは「クロネコヤマトの宅急便」を創業した故小倉昌

男氏が創業した障害者のカフェ＆ベーカリー。現在全国に28店、

304 名の障害者が働き、うち 70％は知的障害者。そして、スワ

ンは障害者の会社であるが障害者主体の会社ではなく、お客様主

体の会社として、創業以来、その商品力・販促力で競争市場に挑

んできた。

【３】近年スワンでは、障害者手帳を持たない一見すると普通だが、

まるで対人応接ができない方々の就労が増加してきている。この

問題は顕在化しにくいが故、いずれ重大な社会問題に発展すると

認識しており、正確な情報の共有としかるべき対処をしていきた

いと思っている。
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世界の医療団（NPO法人メドゥサン・デュ・モンド　ジャポン）

☎03-3585-6436
〒 106-0044　東京都港区東麻布 2-6-10　麻布善波ビル２階

【１】主に路上生活者、元路上生活者で特に、精神や発達に障害が

ある方たちに重点をおき活動。

【２】弊団体／東京プロジェクトでは、TENOHASI、べてぶくろ（浦

河べてるの家）と連携し路上生活にある方で特に精神や発達に障

害がある方の安心の地域生活を目指し、調査研究、アウトリーチ、

相談会、生活支援、リハビリプログラム、シェルター運営、政策

提言等の取り組みを行っている。

【３】多様な背景・ニーズを抱えた路上生活をされている方々への

サポートは、近年行われてきたように「ホームレス」支援団体だ

けで行うよりも、貧困、若者、女性等々の多様な連携の中で行っ

ていくのが良いと思いその可能性を探りたく参加した。

NPO法人 ぱれっと
☎03-5766-7302
〒 150-0011　東京都渋谷区東 3-19-9 恵比寿イーストビル 101

【１】知的に障害のある方

【２】1983 年より渋谷区恵比寿を拠点に 30 年、就労・暮らし・

余暇などの生活場面において障害のある人たちが直面する問題の

解決を通して、すべての人たちが当たり前に暮らせる社会の実現

に寄与する事を目的に、さまざまな事業を展開している。

【３】ホームレス白書やお話を聞く中で、コミュニケーションが苦手な若

者や、軽度の知的障害を持つ若者が、ホームレス状態に陥りサポート側

も苦慮している現状を伺い、支援者が手をつなぐことで、ホームレス状

態に陥る前に手を差し伸べる術があるのではないかと、会議に参加した。

NPO法人 Future Dream Achievement
☎03-5786-2853
〒107-0052　東京都港区赤坂7-1-16　日本生命赤坂第二ビル3階

【１】社会的に就労困難な方（障害者・シニア・ホームレス・

ひきこもり・ＤＶ被害者等）

【２】就労困難な方の早期就労を目標とした独自トレーニングを

行っている。実際にオフィスで働く環境の中でＰＣ操作、挨拶練

習やランチコミュニケーション、ビジネスマナー等、就業する上

で必要なスキルをご本人のスピードに合わせて身につけていく。

【３】当法人では、就労困難な若者をホームレス化させないために、雇

用環境の構築・創出に関する調査研究及び情報提供等を事業化してい

る。「就労支援」の分野で事業連携を進めていきたいと考え、参加した。

社団法人 東京社会福祉士会
☎03-6416-0250
〒 162-0051　東京都新宿区西早稲田 2-2-8 財団ビル 5 階

【１】生活困窮者および権利擁護が必要な方々

【２】日本社会福祉士会東京支部として、1993年に結成し、現在

は社団法人として約3400人の会員がいる。会員は力を結集し、自

己研鑽を積み、医療・保健・教育・司法等の関連機関領域の専門職

の人たちと力を合わせ、社会福祉のプロとして市民福祉の向上に寄

与するべく活動を展開している。

【３】当会が受託しているホームレス拠点相談所とまりぎではリーマ

ンショック後、20歳代から40歳代のホームレス状態の方々の相談

が増えている。この現状にはどのような仕組み、活動が必要なのか

を多くの方々と共に考える機会として参加した。今後も会議に参加

された方々と就労を含む何らかの実践にて連携していきたい。

NPO法人 自立生活サポートセンター・もやい
☎03-3266-5744
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 8-20　こもれび荘

【１】ホームレス状態にある方など、生活困窮者全般。

【２】広い意味でのホームレス状態にある人がアパートに入る際

に連帯保証人を提供する入居支援事業、幅広い生活困窮者の相談

に応じて制度利用のサポートなどを行う生活相談・支援事業、生

活が安定した後の孤立化を防止するための交流事業の 3 つの事

業を中心に活動を展開している。

【３】ここ数年、当団体でも若年の生活困窮者の相談が増えた。当団

体では、主に「住まい」と「福祉」の分野での支援を行ってきたので、

就労支援などを展開する他団体とネットワークを組むことにより、効

果的な支援体制を構築できるのではないかと期待している。

Tie for Change
☎080-3540-0496
〒107-0052　東京都港区赤坂2-14-5  赤坂ビジネスプレイス 7階

【１】ビッグイシュー販売者を中心とした就業困難者。

【２】Tie for Change は、「あなたの使わない１本が、誰かの運命を変える」

を合言葉に、ネクタイをきっかけにしたコミュニケーションを通して、「個

人の魅力を伸ばすこと」が「社会がよくなること」「環境にやさしいこと」に

つながる、共生の「しくみ」を提供するエンパワーメント・プロジェクト。

【３】ネクタイや小物の販売から生まれた収益金を活かした「就業

支援プログラム」を通じて、ともに働く喜びと職場スキル、自立に

向けた現金収入を提供している。特に、職場での人間関係を円滑

にするコミュニケーション力や、面接力などを向上できる場であり、

同テーマでの研修も提供している。

NPO法人 ユースポート横濱
☎045-628-9291
〒 231-0045　横浜市中区伊勢佐木町 2-8-1 若林ビル 3F

【１】若者

【２】就労支援を通じて若者が自己の生活や人生を豊かにするため

の働き方を実現し、若者が安心して生活し相互に必要としあう地

域社会づくりに貢献することを目指している。

【３】若者ホームレス会議に参加した当法人が支援をしている若者

は、少なからぬ数がさまざまな社会的に複雑な背景や就労上の困

難を抱えている。その中には、住まいの問題を抱える若者もいる。

ネットワークの中で、就労のみならず、それを支えるさまざまな

課題解決の道が見えてくればと思って参加した。
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かしわ地域若者サポートステーション
☎04-7100-1940
〒 277-0004 　千葉県柏市柏下 66-1 柏市勤労会館内

【１】中学校を卒業した15歳から概ね39歳までの人

【２】厚生労働省から委託を受け、働きたくても働けない、働く自信

がないといった若者を、個々の相談対応や仲間どうしのコミュニケー

ション、ボランティア活動、地域とのつながりを通して解決に向けて

支援している。

【３】ひきこもり、ニート、不安定就労から、社会的自立を目指し

てサポートを進めている。親の高齢化や無収入状態が長引くことに

よるホームレス化を防ぎたいと考え参加。若者ホームレス化の予防

と就労支援分野での事業連携ができればと考えている。

NPO法人 NICE（日本国際ワークキャンプセンター）

☎03-3358-7140
〒 160-0022　新宿区新宿 2-1-14　エレメンツ新宿 401 号

【１】参加者は若者が多いが、やる気があれば誰でも参加可能。

【２】主に国際ワークキャンプ（2～3週間の合宿型の国際ボランティア）

と中長期ボランティア（6 週間以上1年未満のボランティア）を国内外

で企画している。国際色豊かなメンバーと共同生活をしながら、その地

域に対して地元の方々を巻き込みながらボランティア活動を行っている。

【３】3ヶ月程の合宿型のボランティアを企画していきたい。共同生

活を通して他者とのコミュニケーション力を、ボランティアワーク（例

えば農作業など）を通して身体を動かし働くことを考えていく。加

えて就職するためのスキルを学ぶ機会や企業見学などのプログラム

も組み込み、社会復帰できるプログラムを一緒につくっていきたい。

NPO法人 ブラストビート

info@blastbeat.jp
〒 165-0024　東京都中野区松が丘 2-14-3 VillagePaddy 3C

【１】主に 10 代の若者

【２】「音楽×起業×社会貢献」で、チャレンジする10 代を増やします！

音楽を題材に、リアルなビジネス体験と、被災地支援など社会貢献が一

度に体感できるプログラムを展開。ユニークな社会人メンターによるサ

ポートの中、本物のチームワークやチャレンジする楽しさも実感できる。

【３】若者ホームレス問題も世の中の問題も本質的に共通するとこ

ろがあり、「信頼できる深いつながり」と「居場所」があれば問題

が顕在化しなかったものが ほとんどだと思っている。そのつながり

や居場所を、音楽をトリガーに教育プログラムで提供しているので、

この問題に取り組む仲間として協働したい と思っている。

NPO法人「育て上げ」ネット
☎042-527-6051
〒 190-0011　立川市高松町 2-9-22　生活館ビル 3 階

【１】ニート・ひきこもりの若者

【２】若者の職業的な自立を目指し、通所型の就労支援（ジョブトレ）、

職業的自立のための総合相談（サポステ）を行う。ジョブトレは有料

だが、サポステは厚生労働省事業のため無料。サポステでは、ケース

ワーカー、民生委員、保護司などとの連携を進め発見の窓口を増やし、

若者ホームレスなど、困難な若者を再発掘する試みも行っている。

【３】ホームレス 状態とは、ある個人が持つ“複雑に絡み合った問題”

が顕在化したものであると認識している。私たちは、若者の持続的

な社会参加と経済的な自立のための就労支援プログラムを持ってお

り、この問題の解決に微力ながら貢献できると思い参加した。

NPO法人 全国引きこもりKHJ親の会 （家族会）

☎03-5944-5250
〒 170-0002　東京都豊島区巣鴨 3-4-4

【１】ひきこもった当事者、青年達、家族（平成22年内閣府の調

査では70万人、わからないひきこもりは150万人はいるのでは

ないかといわれている）

【２】ひきこもりの子どもを持つ当会の家族会は、北海道から沖縄ま

で全国に40支部あり、月例会や親の学習会等を開催している。ひき

こもりから出てきた青年たちは、生きづらさを抱えて今まで断絶してい

た人と人との関係を、まず居場所で作り、社会参加できるようになる。

【３】ひきこもりから復活して、働いていた青年が行方不明になり皆

で探すと、ホームレスになっていた。親に頼れなければ、そのように

なってしまう。元気になっても収入がなく、勤めても又ひきこもりに

なってしまう例が多い。ひきこもった青年たちがどのような支援を望

んでいるか、話し合いながら連携の可能性を考えていきたいと思う。

NPO法人 ニュースタート事務局
☎047-307-3676
〒 279-0011　千葉県浦安市美浜 1-3-1006

【１】ニートやひきこもりなど、社会参加がうまくできていない状態

にあり、原則として義務教育を修了している人。

【２】1993年に活動を開始。訪問部隊 (レンタルお姉さん・お兄さん )、

共同生活寮、仕事体験塾、就労相談という流れで社会参加への道筋

をつくり、若者と家族の再出発を支援してきた。「“仲間・働き・役立

ち”の三本柱での自立をめざそう」が最近の若者たちの合い言葉。

【３】年金生活に入っている親御さんからの相談も少なくなく、まずは

若者がホームレス化していく現状を把握したいと感じた。そして、訪

問活動、仲間とつながった住まい、就労サポートなど、私たちが持つ

資源を利用したネットワーク支援の方向性を考えたいと思っている。

NPO法人 キズキ
☎050-5806-6154
〒 236-0005　横浜市金沢区並木 1-16-6-106

【１】高校中退者・ひきこもり・不登校など。

【２】以下２つの事業を展開している。①塾事業：「受験を通じて人生を

やり直したい」と考える中退・ひきこもりの若者たちに、高校・大学受験

の指導を行っている。②講師派遣事業：主に就職や今後の生活で必要

な学び直しを支援する教育プログラムを、他のNPO等に提供している。

【３】中退・ひきこもりの若者の学習支援を進めてきたが、彼らもホームレ

ス化の危険があると考え、参加した。今後は、「教育」を通じたやり直し

の仕組みづくりや教育コンテンツ開発などで、何か協力できればと思う。
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K2 インターナショナルグループ
☎045-752-5066
神奈川県横浜市磯子区東町 9-9

【１】不登校・ひきこもり・ニート・家庭内暴力など、社会に馴

染みにくい、マイノリティー（少数派）の子ども 、若者たち。

【２】ニート・ひきこもりの若者らの自立支援。共同型の自立プ

ログラムのメリットを生かし、包括的な生活支援と就労支援を行

う。自社が運営する飲食店や連携企業など多様な就労の場も用意。

【３】貧困状態にある若者からの相談が増えつつあり、ニートや

ひきこもりの問題は、ホームレス問題に近づいてきているという

危機感がある。ホームレス支援団体と連携して、希望者には独自

にジョブトレーニングなどを行っている。

NPO法人 LightRing.

info@lightring.or.jp
〒 170-0001　東京都豊島区西巣鴨 3-4-9

【１】20 代の悩む友人や家族をそばで支えたい方。

【２】そばに居る若者のうつ病を予防したいと思う支援者向け事業。

①そばに居る支援者が自分を守るための知識や聴く技術、専門機

関の頼り方等を学ぶ養成講座。②そばで支えた事例検討会‐お互

いの支える事例を高めあい支え合うコミュニティモデル。

【３】うつ病とホームレス化は互いに誘引し合う課題であると考

える。うつ病を予防した後の大きな壁である就職活動につなげら

れる紹介先を見つけたい。若者のうつ病を予防した次のステップ

として仕事に就ける支援を協働し、ホームレス化予防と連動して

いきたい。

財団法人 日本カウンセリング・センター
☎03-3951-3637
〒 161-0033　東京都新宿区下落合 3-14-39

【１】自分自身の気持ち・内面を比較的支障なく言葉にできる方

ならば誰でも。

【２】日本で最も長い歴史を有する民間のカウンセリング団体。「人

間は誰しも、成長し発展し適応へと向かう資質を持っている」「そ

の個人についてもっともよく知ることのできる人間は、まさしく

その個人自身である」などの仮説のもと、当事者の心の奥底まで

を聴き取り、感情を受け止め、成長や気づきを促すカウンセリン

グをめざす。

【３】解雇・倒産・人間関係のトラブルなどがきっかけで、意欲を失い、

就労以前の段階にある方々にカウンセリングをすることにより、心

の回復をはかり、職業訓練や就職活動へとつなげていきたい。

株式会社リヴァ
☎03-5985-4423
〒 171 － 0033　東京都豊島区高田 3-7-9 花輪ビル 1 階

【１】うつ病で休職中の方および離職中の方。

【２】うつ病の方を対象に、高田馬場で社会復帰支援を展開。東

京都より指定を受けた通所型施設で症状の回復に合わせ利用が可

能。うつ病を再発させないため、疾病理解や集団認知行動療法を

はじめ、コミュニケーショントレーニングを主体に置いたグルー

プワークが特徴。

【３】うつ病からの再就職はかなり高い壁がある。疾病を伏せて

再就職できたとしても、再発がしやすい環境にあり就労継続にも

高い壁がある。現在支援対象としている方であっても、ホームレ

ス化の危険は常に隣り合わせであり、うつ病の支援という点で連

携ができればと考えている。

NPO法人 ワーカーズコープ
☎03-6907-8040
〒 171-0014　東京都豊島区池袋 3-1-2 光文社ビル 6F

【１】リーマンショック以降、倒産・解雇や雇い止め等で離職し、

路上生活を強いられたり住宅を喪失したりする者に対しての住宅

支援と就労支援を行っている。

【２】協同労働の協同組合とは、働く人 ・々市民が、みんなで出資し、

民主的に経営し、責任を分かち合って、人と地域に役立つ仕事を

おこす協同組合である。長引く深刻な不況で増加した失業者や生

活保護受給者への支援を積極的に取り組んでいる団体である。

【３】住居が不安定な離職者の住宅支援と就労支援に関わり、家

族や友人等から孤立している生活困窮者にどんな支援が必要か考

えるために参加した。今後はさまざまな支援機関と連携する生活

困窮者連絡協議会を発足し、セーフティーネットの充実と、地域

が人を支える見取り図を設計していきたい。

働く女性のための労働組合 女性ユニオン東京

wtutokyo@f8.dion.ne.jp
〒 158 － 0095　東京都世田谷区瀬田 1-28-2

【１】働く女性全般。

【２】1995 年に設立。性差別の撤廃、同一価値労働同一賃金、

女性の労働権の確立を目的に結成。労働三権を駆使して、組合員

の職場での問題解決に取り組んでいる

【３】失業＝ホームレスという道筋があるようだが、できるだけ

長く雇用され、賃金が得られ続けるようなサポートが可能と思い、

参加した。
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